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平成27年度の一般会計決算状況　黒字決算

【歳入決算額】
245億
552万円
前年度に比べて、

11億9,428万円、4.7％の減

【歳出決算額】
235億
3,800万円
前年度に比べて、

10億5,378万円、4.3％の減

【実質収支額】
9億3,512万円

〔黒字決算〕
※金額は万円未満を四捨五入しています。

■歳入歳出決算額の減少理由
・�平成26年度の予算は市民館建設時の起債の借り換えがあり、見かけ上、
決算額が大きくなったことによるもの。

■繰入金　1億1,546万円
　（前年度に比べて、３億7,857万円、76.6％減）

平
成
28
年
９
月
定
例
会
（
決
算
議
会
）

　
平
成
28
年
９
月
定
例
会
は
、
平
成
27
年
度
予
算
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
か
を
審
議
す
る
重
要
な
議
会
で
す
。

第19号
2016年11月17日
発行／茅野市議会
編集／議会広報部会
〒391－8501
長野県茅野市塚原二丁目６番１号
　☎ 0266－72－2101
FAX 0266－73－7936
http://www.city.chino.lg.jp/

平成27年度
会計年度終了

出納を閉鎖

平成28年
3月31日

平成28年
5月31日

平成28年
9月

会計管理者が決算を
市長に提出

監査委員が決算を審査し
市長に意見書を提出

市長が監査委員の意見書を
添えて議会に上程

予算決算委員会で審査
（質疑応答）

平成28年
9月28日

議会本会議で
賛成・反対の討論

各会計ごとに採決

認　定

平成27年度　決算認定の流れ

９月定例会（決算議会）
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平
成
28
年
９
月
定
例
会

の
あ
ら
ま
し

　

茅
野
市
議
会
９
月
定
例
会
は
、
８
月
31

日
（
水
）
か
ら
９
月
28
日
（
水
）
ま
で
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
や
条
例
な
ど
27
議
案
が
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
同
意
、

可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
２
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
意
見
書
案

は
２
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
議
案
の
一
覧
及
び
議
決
結
果
は
、
37

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
審
査
経
過
及
び
結
果
は
、
常
任

委
員
会
報
告
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

委
員
会
に
お
け
る
主
な

議
案
の
審
査

予
算
決
算
委
員
会委

員
長
　
樋
口
　
敏
之

議
案
第
58
号

平
成
28
年
度
茅
野
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
５
５
４

万
８
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
３
８
億
５
６
７
４
万
８
千
円
と
す
る

も
の
。

　

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
補
正
の
追
加
１

件
、
地
方
債
補
正
の
追
加
１
件
。

主
な
歳
出

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴
う
、
地
方
公

共
団
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策

と
し
て
、
自
治
体
間
の
情
報
連
携
へ
の

対
応
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
修
に
要
す

る
経
費
な
ど
、
総
務
管
理
費
の
情
報
セ

ン
タ
電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
管
理
費
、
１

億
７
９
９
万
円
の
補
正
増
。

・�

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
及
び
集
落
支
援

員
を
活
用
す
る
こ
と
に
伴
う
、
５
名
分

の
人
件
費
、
住
宅
使
用
料
等
の
経
費
を

計
上
し
た
、
商
工
費
の
観
光
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
費
、
１
２
２
８
万
１
千
円

の
補
正
増
。

【
討
論
】

●
反
対
意
見

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
係
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
と
し
て
の
補
正
予
算
で
あ
る
が
、

普
及
率
は
７
％
と
非
常
に
低
く
、
破
た
ん

が
目
に
見
え
て
い
る
制
度
で
あ
る
。
ど
ん

な
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
し
て
も
、
情

報
漏
え
い
は
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

反
対
。」

可
決

 

平成 27年度予算の考え方

平成 27 年度予算はこのように使われました。

①将来にわたり持続可能な
財政基盤の強化

②政策的経費の重点化による
事業の選択

③国の４兆円規模特別枠の活用

主　な　事　業収
支
均
衡
財
政
を
目
指
す
取
組
や
、
市
税
の
増
収
、
地
方
交
付
税
の
増
額
等

か
ら
、
財
政
調
整
基
金
及
び
減
債
基
金
の
繰
入
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
創
造
事
業

・
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
を
基
軸
と
し
た
広
域
観
光
事
業

・
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
の
継
続

・
茅
野
市
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ（（
仮
称
）市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
））建
設
事
業

・
ひ
ま
わ
り
作
業
所
・
ひ
ま
わ
り
の
里
移
転
新
築
事
業

・
高
部
・
安
国
寺
地
区
歴
史
環
境
整
備
事
業

・
ベ
ル
ビ
ア
地
下
駐
車
場
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

・
白
樺
湖
及
び
蓼
科
湖
の
遊
歩
道
整
備
事
業

・
災
害
に
強
い
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
く
各
種
事
業

・「
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
推
進

・
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
（
第
３
子
以
降
の
保
育
料
軽
減
等
）

・
保
育
園
の
施
設
整
備
の
推
進
や
私
立
保
育
園
へ
の
支
援
の
拡
充

・
中
学
校
台
湾
交
流
事
業
な
ど
子
育
て
・
教
育
に
関
す
る
事
業

・「
縄
文
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
く
事
業

ハ
ー
ド
面

ソ
フ
ト
面

国
の
交
付
金
の
活
用
に
よ
り
事
業
に
着
手
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●
賛
成
意
見

　
「
国
が
進
め
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で

あ
り
、
市
に
と
っ
て
も
市
民
に
と
っ
て
も

必
要
な
予
算
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
、
市

が
進
め
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
関
係
経
費
は
、

財
源
と
し
て
特
別
交
付
税
も
予
定
さ
れ
て

お
り
、
今
後
地
域
に
密
着
し
た
事
業
が
期

待
で
き
る
た
め
、
適
正
な
補
正
予
算
と
認

め
、
賛
成
。」

議
案
第
61
号

平
成
27
年
度
茅
野
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
、
平
成
27
年
度
茅
野
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を
求
め
る

も
の
。

　

平
成
27
度
の
歳
入
決
算
額
は
、
２
４
５

億
５
５
２
万
５
９
５
円
。
歳
出
決
算
額
は
、

２
３
５
億
３
７
９
９
万
８
６
５
１
円
。
歳

入
歳
出
の
差
し
引
き
残
額
は
、
９
億
６
７

５
２
万
１
９
４
４
円
。
実
質
収
支
額
は
、

９
億
３
５
１
２
万
１
３
４
４
円
の
黒
字
。

【
討
論
】

●
反
対
意
見

　
「
財
政
構
造
改
革
予
算
と
い
う
中
で
、

聖
域
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、

要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
就
学
援
助
費
の

率
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
30
人
外
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
個

人
情
報
漏
れ
が
心
配
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ

の
更
新
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
負
担
が
か
か

る
。
横
内
保
育
園
の
民
営
化
は
、
保
育
行

政
の
後
退
で
あ
る
の
で
反
対
。」

●
賛
成
意
見

　
「
基
金
の
取
り
崩
し
に
頼
ら
な
い
財
政

運
営
の
中
、
予
算
現
額
か
ら
み
た
歳
入
決

算
額
は
、
２
４
５
億
５
５
２
万
５
９
５
円

で
執
行
率
９
９
・
０
１
％
、
歳
出
決
算
額

は
、
２
３
５
億
３
７
９
９
万
８
６
５
１
円

で
執
行
率
９
５
・
１
０
％
と
な
っ
て
お
り
、

９
億
６
７
５
２
万
１
９
４
４
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
る
。
市
の
ハ
ー
ド
事
業
、
ソ
フ

ト
事
業
も
着
実
に
進
ん
で
い
る
た
め
賛

成
。」

予算決算委員会　審査の様子

総
務
環
境
委
員
会委

員
長
　
両
角
　
昌
英

議
案
第
52
号

茅
野
市
総
合
計
画
条
例
に

つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
、
市
政
の
長
期
的
な
全
体

像
を
示
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
市
政

経
営
を
推
進
す
る
た
め
の
最
上
位
の
計
画

と
な
る
茅
野
市
総
合
計
画
の
策
定
、
進
行

管
理
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
。

　

施
行
日
は
、
公
布
の
日
。
た
だ
し
、
附

則
第
４
項
の
規
定
は
、
平
成
30
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
す
る
。

問
「
茅
野
市
総
合
計
画
審
議
会
の
委
員

に
市
議
会
議
員
を
入
れ
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。」

答
「
基
本
構
想
の
策
定
や
変
更
、
廃
止

す
る
と
き
に
は
、
議
会
の
議
決
を
経

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
茅
野
市

総
合
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
随
時
全

員
協
議
会
等
に
お
い
て
報
告
す
る
予
定
で

あ
る
た
め
、
市
議
会
議
員
に
つ
い
て
は
審

議
会
委
員
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。」

問
「
地
方
自
治
法
に
お
い
て
は
、
総
合

計
画
を
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
義
務
化
し
て
い
な
い
が
、
あ
え
て
総
合

計
画
条
例
を
策
定
す
る
の
は
、
茅
野
市
に

お
け
る
最
上
位
の
計
画
と
い
う
こ
と
か
。」

答
「
市
政
計
画
に
係
る
最
上
位
の
計
画

と
し
て
総
合
計
画
を
策
定
し
た
。」

問
「
基
本
計
画
の
中
に
、
市
民
に
義
務

を
課
す
よ
う
な
事
柄
が
入
る
の
か
。」

答
「
基
本
計
画
は
方
針
を
定
め
る
も
の

で
、
市
民
の
権
利
を
制
限
し
、
ま
た
、

義
務
を
課
す
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。」

議
案
第
54
号

茅
野
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

条
例
に
つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
、
市
民
活
動
の
拠
点
と
な

る
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
28
年
11
月
１
日
。

認
定

可
決

可
決

秋　蓼科湖
平成27年度において遊歩道の整備が
行われました。　　　　　　　　　
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問
「
セ
ン
タ
ー
の
使
用
許
可
に
つ
い
て
、

利
用
者
を
制
限
す
る
よ
う
な
文
言
が

入
っ
て
い
る
が
、
誰
も
が
使
い
や
す
い
セ

ン
タ
ー
と
す
る
た
め
、
利
用
者
を
制
限
す

る
よ
う
な
文
言
を
改
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。」

答
「
普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
正
当
な

理
由
が
な
い
限
り
、
住
民
が
公
の
施

設
を
利
用
す
る
こ
と
を
拒
ん
で
は
な
ら
ず
、

ま
た
、
住
民
が
公
の
施
設
を
利
用
す
る
こ

と
に
対
し
て
、
不
当
な
取
り
扱
い
を
し
て

は
な
ら
な
い
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
セ
ン

タ
ー
の
使
用
許
可
に
お
い
て
は
公
の
秩
序
、

善
良
の
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
な
ど
、
限
定
的
な
も
の
に
つ
い
て
使
用

を
不
可
と
し
て
い
る
。」

問
「
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
、
夜
間
に

臨
時
職
員
の
み
で
対
応
す
る
と
い
う

の
は
、
防
犯
の
面
や
、
責
任
の
所
在
等
大

丈
夫
か
。」

答
「
茅
野
市
職
員
２
名
、
社
会
福
祉
協

議
会
２
名
の
正
規
職
員
が
配
置
さ
れ

る
。
ま
た
、
臨
時
職
員
は
、
３
名
が
配
置

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
内
訳
と
し

て
は
、
昼
間
１
名
、
夜
間
は
２
名
で
交
替

す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
他
、
セ
ン
タ
ー

長
が
勤
務
す
る
。
開
館
は
９
時
か
ら
21
時

30
分
ま
で
と
な
る
。
シ
フ
ト
勤
務
を
楽
に

す
る
た
め
に
は
臨
時
職
員
を
３
名
で
は
な

く
、
も
う
少
し
増
や
さ
な
い
と
難
し
い
。

正
規
職
員
の
勤
務
体
制
も
含
め
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。」

問
「
憲
法
第
89
条
に
お
い
て
、
宗
教
上

の
組
織
や
団
体
が
公
の
施
設
を
使
用

す
る
こ
と
に
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
憲
法
と
条
例
の
整
合
性
は
取
れ

て
い
る
か
。」

答
「
宗
教
団
体
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

宗
教
の
教
義
を
広
め
、
儀
式
行
事
を

行
う
等
、
宗
教
団
体
そ
の
も
の
の
活
動
に

つ
い
て
は
公
の
施
設
を
お
貸
し
で
き
な
い

と
解
釈
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
の
一
般
的
な
利
用
に
つ
い
て
は
、
制

限
さ
れ
な
い
。」

「茅野市ひと・まちプラザ」 　　　　　
11月にオープンしました。 　　　　　
市民活動センターはこの中にあります。

陳
情
４

「
緊
急
事
態
基
本
法
」の
早
期
制
定

を
要
望
す
る
意
見
書
提
出 

を
求
め
る
陳
情

　
採
択
の
意
見
　

　
「
非
常
時
に
お
い
て
、
緊
急
事
態
基
本

法
の
必
要
性
は
十
分
あ
る
と
考
え
る
。
政

治
や
行
政
の
最
も
重
要
な
役
割
は
、
時
代

の
流
れ
を
認
識
し
、
日
本
の
安
全
と
平
和

の
確
保
、
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ

と
で
あ
る
た
め
、
本
陳
情
に
賛
成
。」

　
不
採
択
の
意
見
　

　
「
緊
急
事
態
基
本
法
に
書
か
れ
て
い
る

こ
と
は
、
国
民
保
護
法
や
我
が
国
及
び
国

際
社
会
の
平
和
安
全
法
で
対
応
で
き
る
。

国
民
保
護
法
に
お
い
て
、
総
理
大
臣
が
各

自
治
体
の
長
に
命
令
で
き
る
の
で
、
新
法

を
作
る
必
要
は
な
い
。
災
害
対
策
基
本
法

は
東
日
本
大
震
災
の
後
に
も
手
を
加
え
ら

れ
て
い
る
の
で
、
現
在
の
法
律
で
対
応
で

き
る
た
め
、
本
陳
情
に
反
対
。」

経
済
建
設
委
員
会委

員
長
　
伊
藤
　
　
勝

議
案
第
45
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
、
蓼
科
湖
周
辺
整
備
に
必

要
な
用
地
を
東
洋
観
光
事
業
株
式
会
社
か

ら
買
い
取
る
た
め
、「
議
会
の
議
決
に
付

す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分

に
関
す
る
条
例
」
の
規
定
に
基
づ
き
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　

対
象
地
は
、
蓼
科
湖
畔
の
土
地
。

　

取
得
予
定
価
格
は
、
９
５
１
８
万
円
。

問
「
取
得
予
定
地
に
は
抵
当
権
が
設
定

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
取

得
の
際
に
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。」

答
「
対
象
地
に
は
根
抵
当
が
設
定
さ
れ

て
い
る
が
、
契
約
書
の
中
で
、
土
地

に
抵
当
権
等
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
権
利
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
契
約
の

条
件
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
根
抵
当
に
つ
い
て
は
、
取
得
ま
で
に

採
択

可
決

蓼科湖周辺整備に係る現地調査　
取得する駐車場と蓼科湖畔の様子
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消
滅
の
手
続
き
が
さ
れ
る
。」

問
「
取
得
後
の
駐
車
場
の
整
備
や
、
土

地
の
利
用
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。」

答
「
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
駐

車
場
に
つ
い
て
、
舗
装
状
況
が
良
い

場
所
は
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
。
駐
車
場
を

現
在
よ
り
広
く
し
、
多
く
の
台
数
が
確
保

で
き
る
よ
う
に
努
め
、
寒
冷
地
対
策
も
行

う
。
土
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
地
元
の

方
々
と
協
議
し
、
活
用
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。」

議
案
第
47
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
宮
川
茅
野
地
籍
）

　

こ
の
議
案
は
、
道
路
法
第
８
条
第
２
項

の
規
定
に
よ
り
市
道
路
線
を
認
定
す
る
も

の
。

　

場
所
は
、
宮
川
茅
野
土
地
区
画
整
理
区

域
内
。
４
路
線
の
道
路
の
認
定
。

問
「
宮
川
保
育
園
北
側
の
歩
行
者
専
用

道
路
に
つ
い
て
は
、
幅
員
が
あ
り
、

歩
道
と
い
う
よ
り
車
道
に
見
え
る
た
め
、

安
全
対
策
と
し
て
、
歩
道
と
認
識
で
き
る

よ
う
に
看
板
や
柵
の
よ
う
な
も
の
を
設
置

で
き
な
い
か
。」

答
「
状
況
を
確
認
す
る
中
で
、
看
板
の

設
置
や
車
が
出
入
り
で
き
な
い
よ
う

な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。」

市道路線認定現地調査（宮川茅野地籍）
宮川保育園北側歩行者専用道路 　　　

福
祉
教
育
委
員
会委

員
長
　
松
山
　
孝
志

陳
情
９

私
立
高
校
に
対
す
る
公
費
助

成
を
お
願
い
す
る
陳
情
書

　
採
択
の
意
見
　

　
「
県
全
域
に
広
が
っ
て
い
る
私
学
へ
の

助
成
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
保
護
者
へ

の
直
接
補
助
を
求
め
て
い
な
い
内
容
の
陳

情
で
あ
る
た
め
採
択
。」

可
決

採
択

平成28年９月定例会　陳情　議決結果

番　号 表　題 趣　旨 提出者
議決結果

委員会 本会議

陳　情
４

「緊急事態基本法」の早期
制定を要望する意見書提出
を求める陳情

日本国憲法は平時を想定した文面と
なっており、外部からの武力攻撃、テ
ロや大規模自然災害を想定した「非常
事態条項」が明記されていない。この
ため、緊急事態となったとき、警察や
消防等、国の組織が一体となった対応
ができない状況にある。これらを解消
するため、「緊急事態基本法」の制定
を国に求めるもの。

アジアと日本の
平和と安全を守
る長野県中南信
フォーラム

採択 採択

陳　情
９

私立高校に対する公費助成
をお願いする陳情書

平成26年度に「就学支援金」制度が改
正され、各家庭の教育費負担は軽減さ
れてきているが、私学に通学する場合、
公立に比べ、保護者の学費負担はまだ
まだ重い。そのため、国・県に対し、
就学支援金制度の拡充及び私学助成の
増額等を求めるもの。

中信地区私学助
成推進協議会

採択 採択
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９月定例会の議決結果と各議員の賛否一覧
付託委員会　　総…総務環境　　経…経済建設　　福…福祉教育　　予…予算決算
○…賛成　　●…反対　　　　　※議長は採決には加わりません。

番

号
件　名

付
託
委
員
会

議
決
結
果

松
山
　
孝
志

丸
茂
　
岳
人

伊
藤
　
正
陽

小
尾
　
一
郎

長
田
　
近
夫

矢
島
　
正
恒

両
角
　
秀
喜

両
角
　
昌
英

伊
藤
　
　
勝

伊
藤
　
玲
子

樋
口
　
敏
之

篠
原
　
啓
郎

山
岸
　
正
衛

望
月
　
克
治

宮
坂
　
武
男

北
沢
千
登
勢

小
池
　
賢
保

市

長

提

出

議

案

50 茅野市等公平委員会委員選任の同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 茅野市教育委員会委員任命の同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 財産の取得について 経 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 市道路線の認定について（湖東中村地籍） 経 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 市道路線の認定について（宮川茅野地籍） 経 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 市道路線の廃止について（宮川茅野地籍） 経 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 茅野市総合計画条例について 総 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 茅野市ひと・まちプラザ条例について 総 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 茅野市市民活動センター条例について 総 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55
茅野市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例について

総 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56
茅野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例について

福 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 茅野市空家等対策協議会条例について 経 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58 平成28年度茅野市一般会計補正予算（第２号）について 予 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

59
平成28年度茅野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
について

予 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60
平成28年度茅野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
について

予 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61 平成27年度茅野市一般会計歳入歳出決算の認定について 予 認定 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

62
平成27年度茅野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
について

予 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63
平成27年度茅野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について

予 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

64
平成27年度茅野市墓地事業特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

予 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

65
平成27年度茅野市国民健康保険診療所特別会計決算の認定及
び剰余金の処分について

予
認定・
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

66
平成27年度茅野市水道事業決算の認定及び剰余金の処分につ
いて

予
認定・
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

67
平成27年度茅野市下水道事業決算の認定及び剰余金の処分に
ついて

予
認定・
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

68
平成27年度茅野市泉野大日影財産区特別会計歳入歳出決算の
認定について

予 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

69
平成27年度茅野市豊平下菅沢財産区特別会計歳入歳出決算の
認定について

予 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

70
平成27年度茅野市米沢鋳物師屋財産区特別会計歳入歳出決算
の認定について

予 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

71 訴訟上の和解について 経 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

72 茅野市教育長任命の同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報

告

6 専決処分の報告について

7 債権放棄の報告について

8 平成27年度健全化判断比率及び資金不足比率について

9 株式会社ベルビアの経営状況について

陳

情

4
「緊急事態基本法」の早期制定を要望する意見書提出を求める
陳情

総 採択 ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

9 私立高校に対する公費助成をお願いする陳情書 福 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
出
議
案

5
意見書の提出について
（「緊急事態基本法」の早期制定を求める）

可決 ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

6
意見書の提出について
（私立高校への公費助成に関する）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　議決日は、９月28日の議会最終日（但し、議案第50号、51号は、８月31日の開会日に即決）
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WEBで検索 茅野市議会 検 索

９月定例会一般質問通告一覧
　平成28年９月定例会の一般質問は、９月９日、12日、13日
の３日間行われ、15人の議員から25項目についての質問が市
側に出されました。
　一般質問については、録画映像がホームページからご覧にな
れます。実際の様子、市側の答弁について、ぜひ動画でご覧く
ださい。
　また、同ホームページ内の『会議録検索システム』により、
会議録の閲覧もできますのでご利用ください。

茅野市の課題を問う

件　　　名 要　　　旨

樋
口
敏
之

1
姉妹都市等との交流における庁内組織体制
の考え方について

（1）　現在国内外と行っている交流事業とその主管部署について
（2）　交流窓口の一元化について
（3）　第５次総合計画を見据えた庁内組織体制の考え方について

山
岸
正
衛

2 中高年齢者就職確保事業について
（1）　中高年齢者の就職状況について
（2）　団塊世代の活用について
（3）　今後の事業継続について

3
空き家の周辺整備、荒廃農地の整備につい
て

（1）　周辺住民からの苦情について
（2）　所有者が自ら整備しなければならない条例について
（3）　新たな施策について
（4）　地域のボランティア組織への支援について

両
角
昌
英

4
市民活動センター「ゆいわーく茅野」の運
営について

（1）　�市民活動とボランティア活動の拠点が一緒になることのメリット、デ
メリットは何ですか

（2）　�「ゆいわーく茅野」で、今まで以上に市民活動、ボランティア活動を活
発にするためには何が必要だと考えていますか

（3）　地区社協との関係をどのように持ちますか
（4）　�市民、区、観光客、学校、企業など広い分野の繋がりに「ゆいわーく

茅野」がどのように関わって進めていきますか
（5）　「ゆいわーく茅野」に期待するものは何ですか

矢
島
正
恒

5
第５次総合計画策定に対応する行政組織に
ついて

（1）　各事業に対応する行政組織（部・課等）のあり方について
（2）　再任用職員の更なる活躍について
（3）　女性管理職を増やすための具体策について

6
市内小中学校の読書活動の推進及び学校図
書館の充実について

（1）　�茅野市が学校教育の基盤として推進している読書活動の現状と今後の
進め方について

（2）　学校図書館の機能充実を図るための環境整備について

伊
藤
玲
子

7 第５次茅野市総合計画の策定について

（1）　市長の考える茅野市のビジョンと課題について
（2）　第４次茅野市総合計画の検証について
（3）　市民参画の体制等について
（4）　自治体合併を求める声があるが、総合計画への影響について
（5）　総合計画策定等の業務委託について

8
高部・安国寺地区歴史環境整備事業につい
て

（1）　現在の進捗状況、最終の整備目標について
（2）　今後、クリアしていかなければならない課題等について
（3）　散策やウォーキング等のできる、河岸の整備について

北
沢
千
登
勢

9 自治体合併について
（1）　合併によって想定される市民益と損失は何か
（2）　商工会議所からの要望を茅野市長としてどうとらえるか

10 パートナーシップのまちづくりについて
（1）　ボランティアと市民活動の違いについて
（2）　市民会議等のあり方について
（3）　地区コミュニティセンターの体制について
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件　　　名 要　　　旨

小
尾
一
郎

11
組合立諏訪中央病院の今後のあり方につい
て

（1）　諏訪中央病院の公的医療機関を含めた民間譲渡について

両
角
秀
喜

12
交流人口増加と移住定住促進への取組につ
いて

（1）　交流人口増加への取組について
（2）　移住定住促進への取組について
（3）　学卒ＩＵターン者向けの定住化への取組について

宮
坂
武
男

13
2020年東京オリンピックによる縄文文化
の発信について

（1）　国内外に向けた縄文文化の発信について
（2）　�紛争のない世界を目指すオリンピック精神と縄文の精神との共通点に

ついて
（3）　波状口縁深鉢の聖火台のデザイン候補の考えについて

松
山
孝
志

14 ふるさと納税について

（1）　茅野市のふるさと納税の実態について
（2）　茅野市のふるさと納税の収支赤字の理由について
（3）　ふるさと納税の理念に対する見解について
（4）　継続することへの思いと対策について

15 選挙時のポスター掲示場について
（1）　現状の設置基準について
（2）　掲示板による効果について
（3）　設置数削減への取組について

伊
藤
正
陽

16
神奈川県相模原市の障がい者施設で起きた
殺傷事件に関する市の対応について

（1）　市はこの事件をどう受け止めたか
（2）　事件後、福祉、生涯学習、学校教育などの現場ではどう対応したか
（3）　市としてどんな取組を計画しているか

17
よこうち保育園の認定こども園化と、市の
保育・乳幼児教育政策について

（1）　認定こども園化のメリット、デメリットは何か
（2）　住民の不安、要望はあるか
（3）　住民の不安、要望に対する市の対応はどうか
（4）　認定こども園移行と市の保育・乳幼児教育政策について

伊
藤
　
勝

18 ほ場整備事業完了後の諸課題について
（1）　事業開始と完了後の借り手、貸し手の変化は
（2）　ほ場整備実施地域の耕作状況は
（3）　ほ場整備実施地域の不具合個所の受付窓口と修繕について

19 農業後継者の支援策について
（1）　他市町村の動向について
（2）　茅野市の今後の展開について

丸
茂
岳
人

20
日銀のマイナス金利の茅野市への影響につ
いて

（1）　市の借入金への影響と基金への影響について
（2）　中小企業支援制度融資への影響について

21
諏訪東京理科大学生の目指すべき姿につい
て

（1）　目指すべき偏差値の水準は
（2）　グローバル化とはどのような水準か
（3）　東京理科大への転学数の目標値は
（4）　女子学生を増やすための具体的取組は

22 ポイ捨て禁止看板の設置について

長
田
近
夫

23 被災者支援システムの導入・運用について
（1）　システムの導入についてどう考えるか
（2）　システムのメリット、デメリットについて
（3）　システムの運用による効果について

24 有害鳥獣対策の推進について

（1）　農作物被害の現状について
（2）　防護柵の設置について
（3）　移動式解体処理車の活用について
（4）　ジビエ活用による六次産業化の推進について

望
月
克
治

25 住民参加の予算編成について

（1）　予算編成はどのように進められるのか
（2）　予算に市民の意見を活かす機会は設けられているか
（3）　市民が事業を選択する機会はあるか
（4）　市民が事業を提案する機会はあるか
（5）　市民に予算の説明をどのようにしているか
（6）　住民参加の予算枠を創設できないか
（7）　住民参加の予算編成を実施するにあたり何が障害になるか
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　茅野市役所議会棟大会議室にて、35名
の方にご参加をいただく中で、議会報
告・意見交換会を開催しました。
　テーブル別グループ懇談では、多くの
貴重なご意見等をいただきありがとうご
ざいました。
　いただいたご意見等は、今後、ホーム
ページやちの市議会だよりでご紹介する
予定です。

議会報告・意見交換会を開催しました。
� （９月30日）

会の前半は、大会議室において、ご参加いただいた方
全員を対象に、９月定例会の報告等を行いました。

会の後半は、小グループに分かれ、議員と市民の方で意見交換を行いました。

意見交換（第３委員会室）

意見交換会（議会図書室）

意見交換（第１委員会室）

意見交換会（大会議室）
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 議会の活動

【経済建設委員会】
　■�茅野市内の事業者の方との懇談会を開催しました。（８月30日）

　茅野市労務対策協議会を構成する三役の企業、長
野精工（株）、コスモス工業（株）、東洋精機工業（株）
の役員の方々と、製造業を取り巻く現状についての
意見交換をしました。
　とかく、議員は机上の一部での判断になりがちで
すが、第一線で活躍されている企業の方々と懇談を
持つことができ大変有意義でした。
　景気は上向きとの報道もありますが、市内の企業
には、まだまだ好循環の波はきていないとの意見が
大方であり、議員も現場の声を汲み取る機会をつく
ることが大事と感じた懇談会でした。

　議会は市民のみなさんが選出した議員で構成され、
地方自治法で定められた決議機関であり、市民を代表
する意思決定機関として、条例の制定改廃、予算の議
決、決算の認定など市が執行する政策や事業の主要な
意思を決定するとともに、監視権や調査権を持ってい
ます。
　意思決定は常任委員会及び特別委員会を中心に、議
員自らの調査結果や市民の声を総合的に判断し、中立
公平かつ民主的に進めています。
　また、市長との関係を車の両輪に例えると、安全と
燃費を意識し相互にブレーキの利き具合やタイヤの摩
耗・ボルトのゆるみなどを確認し、速さを牽制し合う
など適度な緊張感をもって対峙し、持続可能な茅野市
を目的地として、ともに複合的視野で市民に安心を提
供することを責務としています。
　さて、議会運営委員会は常任委員会、特別委員会と
は別個の第３の委員会として定められており、その所
管（調査、審査権限）は地方自治法第109条第３項�
で、
　①議会の運営に関する事項

　②�議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する
事項

　③議長の諮問に関する事項
　と定められ、増やすことも減らすこともできません。
　つまり、議会運営委員会の所管は条例や議会の議決
で自由に決めることができない特殊な委員会です。
　当委員会は地方自治法や議会関係例規集に掲げる条
例、規則、規程、先例・申し合わせ事項の遵守並びに
議会に提案された議案の手続きの協議、議長の諮問案
件などの調査審査を多角的に担う調整役として活動し
ています。
　また、近年は所管の固定概念からの脱却として、委
員会が能動的・自主的に所管事務調査権を活用するこ
とで、議会改革やスリム化・質の
向上を目指すことも必要な任務と
言われています。
　以上から、当委員会の所管事務
の権能を再確認し、認識を新たに
し議会改革の推進役となっていき
ます。

 議会について

■議会の概要と議会運営委員会の任務
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 議員連盟の活動　【買い物弱者等検討議員連盟（略称：買い物議連）】
■「買い物、通院、温泉施設等への交通不便調査」を行いました。
　福祉21茅野と買い物議連の共同実施で、市内在住75歳以上の単身高齢者と高齢者のみ世帯を対象に「買い物、
通院、温泉施設等への交通不便調査」を行いました。運転免許や移動手段の有無、日常の困りごとを民生児童委員
の皆さまのご協力を得て、1249世帯（回収率46・3％）から回答をいただきました。
　調査から、
　　①運転免許を持っていない　643人（51・5％）
　　②買い物等自力で行かれない　236人（18・9％）
　　③�自力で行かれない方の65・7％は家族や友人、�

近所の方が支えている。
　という現状が浮き彫りになりました。
　困りごととして、
　　①行きたいときに行けない。
　　②家族や友人に頼みにくい。
　　③今はいいが将来的に不安。
　という訴えも多く、さらには路線バスが「買い物の足」になっていない実態も明らかになりました。

■事業者の方との意見交換会を開催しました。（９月１日）
　デリシア本社の役員と業務担当者、宮川地区で買い物バスを運営
するメリーパーク内マルエーの杉本浩美社長と買い物議連の３者で
意見交換を行いました。
　杉本社長は「地域に恩返ししたい。」気持ちが強い一方で、「無料
買い物バスの継続は困難」とし、将来的にはバス料金有料化の可能
性も示唆されました。当議員連盟はデリシア本社に対して、メリー
パークの買い物バスに積極的支援を要請しました。

■「とくし丸」関係者の方と意見交換会を開催しました。（９月８日）
　いちやまマート諏訪店の「とくし丸」事業部古屋正秀課長と移動販売車「とくし丸」を運行する堤邦彦さん、長
峰のコンビニ森本浩一店長との意見交換を行いました。いちやまマートからは、高齢者の見守りを兼ねた移動販売
を始める事業説明がありました。古屋課長は茅野市の登録者が約100世帯であることに触れ、「もっと困っている
方が多いと予想していたが、茅野市は家族の協力やご近所の支え合いが強い幸せな地域だ。」と話された言葉が印
象的でした。

■市内路線バスが新スタート（10月３日）
　市内路線バスダイヤ改正に合わせ、10月３日から10月14日まで、平日無料で乗車できるキャンペーンが行われ
ました。無料キャンペーンは当議連が提案したこともあり、３日早朝の記念セレモニー終了後、バス利用者ととも
に市街地循環バスに乗車しました。
　利用者からは「無料は嬉しい。」としつつも、「周知され
ていない。」とのご指摘や、「バス停が遠くなった。」「他の
交通機関との接続が悪くなった。」「利用者に寄り添った改
正を」など、ダイヤ改正に対する質問や苦情が相次ぎまし
た。
　買い物議連は、アンケート調査結果や市民の生の声を行
政につなぎ、大型店等民間事業者やバス事業者への働きか
けを活発に行っていきます。 平成28年10月　市内路線バス　新スタート

調査から

困ったな
　どうしよう…

自力で買い物に
行かれない方が
約 2割います。

７５歳以上の世帯で
は半数が運転免許を
持っていません。
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　市議会の定例会と臨時会の本会議及び各常任委
員会は誰でも傍聴ができます。ぜひ皆さんも傍聴
におでかけください。予約の必要はありません。
本会議の傍聴席は、一般席と報道関係者席に分か
れており、一般席は身障者用スペースを含め48席
あります。
　本会議の傍聴を希望される方は、当日、傍聴席
入口に備え付けの傍聴受付証に必要事項をご記入
の上、傍聴席へお入りください。事務局への連絡
はいりません。なお、委員会の傍聴をご希望の方
は、事前に議会事務局までご連絡ください。
　12月定例会の日程は、決まり次第茅野市議会の
ホームページと LCV11チャンネル（ビーナチャン
ネル）の文字放送でお知らせします。

傍聴傍聴におでかけください ! 議会棟３階

WEBで検索 茅野市議会 検 索

議員の寄附行為禁止について
　公職選挙法により、選挙区内において寄附行為が禁止されています。

贈らない！ もらわない！ 求めない！
●政治家に対する寄附の勧誘・要求の禁止　　　●政治家の関係会社等の寄附の禁止
●後援団体の寄附の禁止　　　　　　　　　　　●年賀状等のあいさつ状の禁止（答礼のための自筆を除く）
●あいさつを目的とする有料広告の禁止

　区、自治会や各種団体等での行事や催事へ議員をご案内いただく際には、必要経費分としての会費を明示
してご案内いただきますようお願いします。
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